
 

 
 

北中生へ   この１年の振り返りと春休み 
 

 明日は令和７年度の修了式。この１年、北中は大きく進化した年になった。令和６年度から掲げてき

た学校目標「叡智と愛」の２年目。「自分たちで価値あるものを創り上げていく」という熱い思いと行動

力がいろんな場面で見ることができた。そして、仲間や先輩・後輩と笑顔で楽しそうに活動する姿が

見られた。先日行われた生徒会選挙立会演説会で、多くの立候補者が「北中はみんな仲がいい」「北

中は楽しい」「北中をさらに盛り上げたい」と言ってくれたことがとてもうれしかった。 

 さあ、４月からのシン・北中の主人公は君たちだ！今の北中をさらに楽しく、ワクワクする学校にする

のは、君たち一人ひとりの思いと行動力にかかっている。北中がどう進化していくのか。楽しみでしか

ない。 
 

個性爆発！１年生 
昨年の４月。５つの小学校から個性あふれる４９人が北中に集まった。期待とともに、他の小学校の

仲間とうまくやっていけるか不安が大きかったと思う。最初はうまくいかなかったことが多かったと思

うが、歓迎遠足やスケッチ大会、北中ギャラクシー、体育大会などの行事、生徒会活動を通して、仲間

を信頼し、安心して自分を出せるようになったと思う。そして、１年生の個性や仲間との絆が見事に発

揮されたのが文化祭だ。堂々と楽しそうにステージで発表したり、裏方で真剣に働いたりする姿。の

びのびと元気のある明るい声で合唱する姿。これが初めて文化祭に取り組む生徒なのか？と思うほ

ど、１年生の活躍に感心した。 

さあ、４月から２年生。後輩が入ってくる。１年生の個性をさらに爆発させ、後輩たちに北中の魅力を

存分に伝えほしい。そして、３年生を助けながら、北中の新たな伝説をつくってほしい。 

 

凛々しく、貫禄が出てきた２年生 
朝、君たちの姿を見ているが、最近の２年生、表情が変わってきた。卒業した３年生の後を引き継ぐ

決意や残りわずかとなった部活動を最高の形で終わりたいという思い。一人ひとりが、最上級生にな

る自覚が出てきた凛々しく、貫禄のある表情だ。朝、その表情を見ると、元気が出る。 

この２年間の君たちの成長はすさまじい。仲間を気遣い、優しい声をかける姿。嫌なことがあっても、

グッと我慢する姿。先輩や後輩のために、何をするべきかを考え、行動する姿。そして、自らの進路を

考え、真剣に学習に取り組む姿。自分たちのもつ個性や能力を存分に発揮しながら、仲間のため、北

中のために取り組む姿は見事だ。 

２週間後は新学期がスタートする。２年間でグングン成長してきた２年生。最上級生になって、どん

な北中を創ってくれるのだろうか？仲間のこと、後輩のこと、そして何より自分自身のことを大切して、

心から「北中生で良かった！」「北中は最高！」と思える１年にしてほしい。 

 

春休みにむけて 
 春休みは１２日ある。この春休みをどう過ごす？まずは、自分の命を大切にしてほしい。私の一番の

願いは、４月８日、全員が元気な姿で学校に来ることだ。かけがえのないたった一つの命を大切に。 

次に、自分をさらに高める春休みにしてほしい。スポーツや勉強、読書など、なんでもいい。自分の

力を伸ばすために、普段できないことにじっくりと取り組んでみよう。そして、４月８日「春休みはこれ

をやりきった！」と胸を張って言えたらいいな。 

ちなみに、校長が新年の目標に掲げたフルマラソン完走は、３月１日（日）に達成しました。今は、自

己記録更新に向けて取り組んでいます。 
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